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6鈴木	 本日はわれわれ国際文化学部の「国際文化情報学」の立
場から、電子書籍について議論していきたいと思います。
島田雅彦先生や私はこれまで数多くの書籍を出版してき
たので、書き手の側から意見を述べたいと思いますし、
大中先生には文化論、文明論の立場から、また重定先生
には情報学の立場からいろいろお話を伺いたいと思いま
す。
大中	 まず電子書籍といったときにどのような定義から入った
らいいんでしょう？
鈴木	 書籍を定義するなら、「紙の上にインクでものを書いて、
それを綴じたもの」ということになるでしょうか。電子
書籍の場合はどうでしょう。まず、テキストがふつう
の書籍と違って電子テキストであるということがありま
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7す。既存のテキストの電子化はかなり早くから行われ
ており、一番有名なプロジェクト・グーテンベルクは
1971 年に始まっています。日本でも青空文庫が 90年代
の終わりから始まっています。これらは、それまで活字
だったものを電子化しようという流れです。
	 　それに対して、今、電子書籍として話題になっている
のは、販売されるスタイルですね。つまり 1冊の本の代
わりにひとつの電子的パケットとして販売される。それ
で電子書籍元年といわれているわけです。
	 　今年、村上龍が電子書籍の会社を設立しました。最近、
ウェブマガジンの『JMM』に会社設立の弁を載せてい
ましたが、そこで、どうして自分がやったかというと、
まだ出版社にはそういう体制ができていないからだ、と
書いています。これはよくいわれることですね。日本の
場合は出版社の電子書籍への取り組みがすごく遅かった
のです。これは島田先生が一番現場で身近に経験したり、
見聞きしたりしていると思うのですが、実際のところは
どうなんでしょうか？
島田	 電子書籍の試みは、1990 年代から端末の試作品を作り、
私もモニターユーズしたことがあります。文字情報に
限った読書端末作りは技術的に全然難しいことではな
かったんですけども、日本では全く広がりがありません
でした。
鈴木	 ナショナルのΣブックと SONYの LIBRIé が日本での
二大試作品でした。両方とも 2000 年代に売り出された
のですが、今からほんの 2、3年前に製造終了しました。
つまり全然売れなくて止めた（笑）。
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8	 　書く側は、今や手書きから完全にワープロに変わりま
した。今では最初から電子的に入力してるわけですよね。
島田	 ＰＣで執筆する現場においては、電子テキストを作って
いるようなものですね。ただ出版の慣例でそれを編集者
が受け取り、版を組んで印刷所に回して、実際に版を作っ
て、その上でゲラを出して、やり取りを重ねていくうち
に電子テキスト化されたテキストの権利を印刷所と出版
社が主張したいみたいな雰囲気になってきたわけです。
でも著作権法上ではそういうのは発生しなくて、すべて
のテキストの著作権は著者にあるんです。その中で出版
社とか印刷会社のような企業がその権利をどのように主
張していくのかという問題はずっとあったわけです。
	 　村上龍の新しい会社の立ち上げは私も注目していて、
講談社の『群像』という文芸誌に連載された小説を従来
通りの紙の本と電子テキストを同時に出版しました。彼
鈴木晶先生
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9｢ 電子書籍」 の未来
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が新会社でパートナーシップを組んだのがデジタル系の
会社だったわけですよね。共同でiPad用アプリの開発、
さらには紙の本では難しかったリッチコンテンツの開発
を目的とした会社だったわけです。私としては村上龍、
個人のレーベルを立ち上げたというような印象で受け止
めています。
	 　出版社は印刷流通ってことを担ってきたんだけれど、
今後その仕事がなくなるのでリッチコンテンツ開発の知
恵を出す制作集団になるか、作家の著作権を総合的に
管理するエージェント的な役割、要するに翻訳を通じて
海外でも出版がしやすくなるってこともあるし、リッチ
コンテンツを作った後、それを映像展開とか二次使用に
もっていくときにやりやすくなるので、その部分のエー
ジェント的機能を担いたいんだろうなと思います。あと
一番人々の関心をよんでいるのは取り分の問題だと思う
んですよね。
鈴木	 今までは 10％ですよね？
島田	 電子書籍の場合、紙の本よりも生産コストが非常に低く
抑えられるわけです。これまでかかってきた印刷代、紙
代、在庫を保存する倉庫代、書店に回す運送代、書店の
売り場のレンタル代みたいなものすごいコストが１冊
の本に乗っかってきていた。しかし電子書籍ではそれが
全部なくなるので単価がすごく安くなる。そのときにプ
ロバイダーと出版社と著作家などがどういう収益の分配
にするのかっていうことに関しては、いろんなビジネス
モデルが錯綜していて、もちろん大手が中心になって世
界をエンクロージャーしていくような大会社、それこそ
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Amazon や Apple のような、そういうところだったら
一気に進むかもしれない。しかし日本のように相変わら
ず既得権益をどう守っていくかということに戦々恐々と
しているような人たちの間の合意では、なかなか誰もが
納得いくビジネススキームを作れないでいる状態だと思
います。
鈴木	 今、音楽の世界ではCDがなくなりつつあり、かたちの
ないデータをダウンロードするスタイルに移行しつつあ
りますが、書籍は昔のLPレコードのように、マニアが
コレクションするようなかたちで残るのではないかとも
いわれていますね。
大中	 僕も音楽との比較っていうのは思っていまして、ただそ
うなってくると単価が下がる可能性はあるわけですよ
ね。実際にコストがあまりかからなくなってくる話があ
大中一彌先生
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り、値下げしろという圧力がはたらくかもしれません。
音楽で議論になっているのは、果たしてプロの商売とし
てサステイナブルなのかということですよね。要するに
誰もが発信できるようになり、データでダウンロードす
るのであれば、限りなくゼロに近いことになりかねない
わけですよね。例えば文学ということで考えれば、芸術
の生産にはそれなりにお金が必要なわけで、出版社にい
わせれば我々がそこを支えてきたんだという自負もある
でしょう。そういう部分が今後どうなっていくのかなと
は思いますね。
重定	 私が子どものころによくいわれていたのが、今後デジタ
ル化の波がどんどんやってきて、会社の書類とかが電子
化され、完全にペーパーレスな時代になるということで
した。しかしある調査によると、紙が減るどころか増
えてるって話なんですよね。私も論文に関しては、まさ
に電子書籍ですけども学会のページのデジタルライブラ
リーにPDFがありまして、会員になったら取ってこら
れるので利用しています。でも電子書籍は確かに便利に
なってきていますが、紙と比べてまだかゆいところに手
が届かないので結局印刷して読むわけですよ。あと、ウェ
ブのアンケート調査によると、電子書籍で読まれている
のは漫画のように気軽に読めるものが多いようです。漫
画やライトノベルは電子書籍に向いているけれど、じっ
くり読むものは結局紙にしちゃうんじゃないか、そこが
分かれ目なのかなと思います。
鈴木	 電子ブックリーダーの普及が日本ですごく遅れたのは、
一つにはケータイがあったせいだと考えられます。実際、
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ケータイで漫画を読むのが普通になっている。また、ケー
タイ小説というジャンルも生まれました。ただし、ケー
タイ小説として売れると、最終的には書籍になって、そ
れでベストセラーになったりしたわけで、たんにケータ
イだけでは終わらなかったわけですけどね。軽い読みも
のは端末リーダーとかケータイで読み、重い文章は紙で
読むことになるのではないか、ともいわれています。こ
の間も誰かがコラムで、埴谷雄高は紙でなくちゃ俺は読
まないと書いてあったんだけれど、でもやっぱり感性と
いうのは変化していくものだから、将来のことはわから
ないのではないか。今はすごく過渡的な感性なんじゃな
いかと思うんです。
島田	 過渡的ということでいえば、一番簡単な電子書籍の作り
方っていうのは紙の本を破いて、それをPDFに取り込
んで、そうやってできたデータを楽天とかで売ったら全
部自分の取り分になるものなんですよ。
鈴木	 それを「自炊」っていうんです。
大中	 違法行為ですよ（笑）
島田	 自分の著作だったら全然問題ない。
重定	 授業で使う教科書とか自分で書いたものなら、コピーし
て配っていいのかなってちょっと疑問に思ったりするん
ですけど。
島田	 強いていえば、それについて使用料払ったとしても結局
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自分のところに戻ってくる。著作家と出版社の間では、
出版社は結局自分たちの権利として主張できないものだ
から、一度著作権料として払ったものの中から手数料と
して貰うシステムにしようとしているんです。こういう
ふうに電子化といいながらマニュファクチャー的な手作
業が入り込む余地があるところが面白い。
	 　今までは流通から配本から管理から小売りまで１人で
できるはずがなかったんで、あらゆる業種の人たちとの
分業で作ってきたんだけども、それも１人でできるわけ
ですよ。あと他と分業でやる場合には、ワールドワイド
なマーケットをもっているとか、素晴らしい広告ネット
ワークがあるとか、そのぐらいのメリットしかないわけ
ですよね。だけど業界全体が潤う共存共生っていう方向
でものを考えなきゃいけないのならば、そこで妥協でき
る点を探るのが現実的だとは思うんです。しかしこれま
で紙の本の時代の印税率がだいたい 10％だったけれど
も、長年、搾取されてきたという意識をもっています。
重定如彦先生
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鈴木	 いつごろから 10％になったのかね。
重定	 昔は違ったんですか？
島田	 ただ書籍の値段と全体の物価指数における書籍の位置っ
ていうのもあって、例えば 40年くらい前だと 1冊エッ
セイ集を出して、それが 2万部売れたとすると家が建っ
たんですね。もちろん土地代や大工さんとかに払う代金
が安かったというのはあります。そして相対的に原稿料
は昔の方が高かった。卵の値段と原稿料は変わらないっ
ていわれているぐらいだし、そうなってくると今では原
稿料生活とか印税生活って非常に困難になってきまし
た。ただでさえ価格が下がった電子書籍の印税率が、今
いわれているようなプロバイダーが 5割取って、残り
の 5割を大日本印刷や出版社と分け合い、著者の印税は
島田雅彦先生
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15％で我慢しなさいというような一方的な申し出に積極
的にイエスというわけにはいかないでしょう。実質、もっ
と搾取されることになるから。
大中	 要するに流通ですよね。大日本印刷もそうですけど、そ
の下には流通の会社がぶら下がっているということだと
思うので、あと大きな書店ですね。今はそういうかたち
で、それが今後どうなるかっていうのはあると思います。
鈴木	 日本とアメリカの最大の違いはAmazon という書店が
電子書籍を始めたことです。電子書籍を始めたのが出版
社じゃないわけですよ。日本は今や書店が崩壊しかかっ
ている。積極的に電子書籍に取り組もうという書店出て
こなかった。出版社もやらないし、小売書店も電子書籍
を売ろうってところがなかったわけです。
	 　仮に島田さんが電子書籍を出すときには、やっぱりど
こかで売らなくちゃいけない。そうすると村上龍みたい
に大手のところ、例えばアップルで売るわけですかね。
電子書籍の場合、小売書店というのはありえないですか
らね。
島田	 あるとしたらカフェみたいな書店に行って、メモリース
ティックを差し込んで買うような形態でしょうね。
大中	 あと書店のその場で印刷するというのがありますね。要
するに絶版のものを本という形態で手に入りやすくする
使い方はあると思いますけど。
島田	 電子書籍で読むか、紙の本で読むのかという使い分けの
本誌2011_0303m.indd   15 11/03/10   1:55
Hosei University Repository
16
話が出たときに大量のパルプ消費が森林伐採による環境
破壊につながるので、読み流すタイプのものに関しては
電子書籍でやっていくことになるでしょうが、「電子向
き」というのは「忘れてもいいもの」っていう定義がで
きるんじゃないか。
	 　また保存性の問題を考えるとグーテンベルクの聖書の
初版本というのは 1455 年に出ていて、僕は実際に触っ
たことがあるんですけれど、素晴らしく保存状態がよく
て、もう 200年くらい保ちそうな感じですよ。
鈴木	 光ディスクができたときに、光のデータは 100年もつと
いわれていたんだけども、最近ではCDの寿命はせいぜ
い 20年じゃないかといわれていますね。
重定	 あともう一つ問題なのがフォーマットで、デジタル化す
ると機械やソフトがなければ読めなくなってしまうとい
う点です。その点、紙などのアナログはそのまま目で見
ればいいだけなのでいつの時代でも見られます。
鈴木	 グーテンベルクから始まった活字印刷はすでに 500年生
き延びてきたことが証明されてるわけです。デジタルの
データは、もちろんまだそんなに時間が経ってないから、
証明はされてないんだけども、たぶん駄目だろうね。
重定	 大きな企業でもコンピューターの世界って栄枯盛衰が激
しいですからね。例えば十数年前だったら、表計算ソフ
トといったらLotus	1-2-3 でしたが、あのソフトはベス
トセラーソフトで、一時期はこの世の春みたいな会社で
したが吸収合併されちゃって今は影も形もありません。
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表計算ソフトの授業で学生に Lotus1-2-3 を知ってるか
どうかを聞いたら誰１人知らないのが現状です。Google
だってもしかしたら 10年後にはないかもしれないです
よ。もしそうなったときにGoogleが作ったデータフォー
マットを誰が引き継いでいくのかといえば、それはわか
らないですよね。そこらへんやっぱりデジタルデータっ
ていうのは難しいところがありますよね。
鈴木	 プロジェクト・グーテンベルクっていうのは全部ASCII
だけでやっている。それは英語だからできるわけで、日
本語だとそんなことはできない。
重定	 単純に文字だけを保存するのなら文字コードを決めて保
存すればいいんですけど、文字の大きさや形などのレイ
アウトまで含めて保存しようとするとそれだけではすま
ない。そうするとそのフォーマット情報をどうするかっ
ていうのは、文字コードだけの問題じゃなくなってきま
す。
鈴木	 哲学的に考えるとなかなか難しい問題ですね。文学作品
を書くとき、その文学作品はいったいどこに存在してい
るか、というのはなかなか難しい問題です。本っていう
のは活版印刷が始まってから複製芸術になったから、1
万部といったら同一の作品が本という物質的なかたちで
1万存在するわけだけども、では「作品」はどこにある
のかっていうのは難しい問題です。それがデジタル化に
際して浮上してきたように思うんです。
島田	 例えば全国各地に文学館ってあるんだけど、そこが収蔵
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する資料として生原稿ってあるわけです。かつて手書き
だったんで、原稿用紙に万年筆とかで書いた自筆原稿を
保存しておくような倉庫になっているわけです。しかし、
こちらはもう完全にキーボードで打ち込んでいるわけで
すから、生原稿なんてないわけですよ。
鈴木	 コンピューターが導入される前は、原稿をなくしちゃう
と、オリジナルのデータが消滅してしまった。また印刷
してしまった後は、版組した版を紙型でとっておいたも
のがオリジナルだった。まさにアナログの最たるもので
すが。そこにはデータという概念がないわけですよね。
すべてマニュアルでしたから、原稿を読んで版に組んで、
印刷したものがオリジナルとして存在していたわけです
よね。
島田	 データの保存には写すしかないわけでね。そういうよう
な保管作業というのは随時並行して進むような気がしま
す。
	 　もう一つ記憶に残りやすさ、忘れっぽさということで
いうと、例えば教育に電子書籍の応用をというのがあり
ますよね。各生徒に１台ずつ iPad を配って電子書籍に
しちゃうみたいな。こういうのはやっぱり記憶すべきも
のは記憶するっていう教育の基本に反しちゃってるわけ
じゃないですか、忘れっぽいこのメディアを使うってこ
とは。
大中	 大学の授業でも大人数の講義になるとYouTube のよう
な映像を見せると、寝ていたのが起きるわけですよ（笑）。
学び方自体が変わってきているわけで、まさに紙ベース
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で暗記させるところから映像素材を使って、最初に感性
に訴えるという。それも良いところと悪いところ両方あ
ると思うんですけども。
鈴木	 読むことと書くことは関係してますよね。今の若い人は
実際に字を書く機会が昔の人に比べてずっと減ってい
て、キーボードを打つ、あるいはケータイを打つ方が増
えているわけですよ。昔はそれがなかったので、全部手
で書いていたわけですよね。私は去年海外に留学してい
たのですが、著作権管理がますますうるさくなってきた
ため、アメリカやフランスの図書館でも必要な文献のコ
ピーがなかなか許されず、仕方なく研究者は全部手で
せっせと写していた。コピーもできないし、写真撮影も
禁止されているけれど、写すのならよいのです。手で書
いたものはちゃんとモノとして残る。
	 　そういえば、電子書籍というのは、いったんデータを
買ったらCDみたいにコピーして、無料で配れるんじゃ
ないかって思われているかもしれませんが、あれにはコ
ピーガードが付いていて、しかもいわば紐付きというか、
管理されている。有名なケースですが、Amazonでジョー
ジ・オーウェルの『1984』を売っていたけれども、法律
が変わってジョージ・オーウェルの著作権が復活し、あ
る日突然、買った読者のKindle から『1984』がパッと
消えたんだって。つまり回収ができるんですよ。ある日
突然に出版停止ってことになると、手元から全部消えて
いく。ネットと繫がっていないと読めないとか、別のパ
ソコンに移すと読めないというようなガードが入ってい
る。つまり、購入した後でも管理されてるんだよね。
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島田	 それって 30日間無料ソフトとかと同じ原理なの？
大中	 常に認証しないと読めないんでしょうね。
重定	 ネットに繫がないと読めないんですよね。
鈴木	 ネットと切断された状況だと、何も読めないってことも
考えられるよね。やっぱり本は偉い（笑）。
	 　私の場合、物理的な問題を解決してくれるのではない
かという期待があります。つまり、とにかく家中に溢れ
ている本をどうにかしたい。本の置き場ってみんな困っ
てるんじゃないでしょうか。
大中	 先ほど家計の中に占める図書費の割合みたいなものが
あって、統計局のデータを見たら 2人以上世帯で、平成
22 年 9月で、消費指数というのが、月 20 万 2538 円が
平均らしいんです。そのうちの書籍費という項目があり
まして、印刷物に関しては月に 1089 円。
島田	 そのデータは単行本で小説を上下 2巻は出せないってこ
とですよ。要するに価格も 1500 円以下の単行本しか出
せないっていう。
大中	 食費だとエンゲル係数ってあるでしょ。あれも社会全体
が豊かだとかどうかっていろいろあるわけじゃないです
か、これもあると思うんですね。昔は多分もっと書籍費
を使っていたと思います。今は売れるようなものがどん
どん買われていくので、文学賞のあり方とかを見ていて
も、日本に限らずかつてだったらそういうカテゴリーに
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｢ 電子書籍」 の未来
── 「国際文化情報学」 の見地から
入れてもらえなかったものも、入ってくるわけですよ。
やっぱりそこを考えなきゃいけなくなる、つまり売れる
ものということを考えなきゃいけなくなる。
島田	 例えば 30 年前、大抵の作家だったら 30 年ぐらい書き
続けていたような人は全集とかを出してくれていたわけ
ですよ。でも今は時代的に紙の本で全集っていうのはあ
りえないね。それでいくと電子書籍の場合だったら、昔
の本をそれこそPDFデータ化するだけで全集の体裁は
できるわけです。その状態でとりあえず読める状態には
もっていけます。青空文庫もそれをやっていた。必要な
ときに紙に印刷するっていうサービスが定着した場合
に、紙のものは常に電子データをベースにするんだけれ
ども、そこでまた付加価値とかを付ける方法で進化して
いくのではないか。紙の本の進化の可能性も同時に開か
れる感じがします。つまり紙の本を作るときになるべく
コストをかけないでやっていたものを、よりコストをか
ける方向で、いうなれば美術品志向での進化っていうの
もありうると思うんですよ。
大中	 要するに大量生産方式でやるから、逆に売れないってい
うのが問題になるわけで、せっかくテクノロジーがある
わけですから多品種少量生産みたいなものがあってもい
いと思うんです。それは 100部も出ないかもしれないけ
ど、でも作ろうと思えば作れるなら多少高くても、図書
館には入ることがあるかもしれない。
鈴木	 その際、必ずついてまわるのは、出版文化は言語の枠を
なかなか超えられないということです。結局日本では日
本誌2011_0303m.indd   21 11/03/10   1:55
Hosei University Repository
22
本語の本しか作れないし、読者もほとんど日本語の本し
か読まない。その点では、アメリカと同じように考えて
も駄目なんです。Amazonは世界を相手に商売している。
英語の本っていうのは世界中で売れるわけですからね。
でも日本語の本は内需しかないわけですよ。
島田	 一方で結局翻訳という作業だけをクリアすれば、あとは
いちいち各国の出版社に頼んで出してもらうみたいな作
業は省けるわけですよね。英語版だったら日本語で出す
と同時に英語のテキストだけを作っておけば、多少の
有名人だったり、もしくは間に出版社やエージェントが
入っていればすぐに出せるわけですよ。
鈴木	 翻訳者からの立場からすると、翻訳が一番大変だよね。
島田	 そこは自動的にっていうふうにはいかないよね。特に文
学作品なんかの場合には。あとやっぱりアルファベット
の文化圏と日本語のような条件付きの象形文字文化圏で
は電子出版の広がり方が違いますね。日本の場合は漫画
が主流って部分があるけれども、なぜ漫画なのかって考
えてみてもいい問題だと思うんです。漫画は紙の本で進
化してきたジャンルだけれど、印刷技術の中で一番プリ
ミティブなもので表現できる。基本陰影だけ、あるいは
ハーフトーンがあったとしてもそれはどんな低レベルの
印刷技術であっても再現可能だっていうところにポイン
トがある。それ故にこれだけ流通してきたし、どんなに
劣悪な環境でも浸透してきた。
鈴木	 ケータイの画面と漫画のコマがちょうど合っているとか
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｢ 電子書籍」 の未来
── 「国際文化情報学」 の見地から
で、ケータイでマンガを読むという習慣が浸透した。
島田	 あと液晶っていうのはエロ漫画を読むときに素晴らし
い。要するに隣で斜めの角度から見えないでしょ？パブ
リックなスペースであっても携帯を通じてエロ漫画に没
頭できるんですよね。またエロ漫画やアダルトビデオに
関していうと、それらはメイドインジャパンのコンテン
ツの中でもものすごく稼ぎがいい。それに比べたら村上
春樹なんて数じゃないわけですよ、あと北野武の映画な
んかも。だけどやっぱりファインカルチャーとサブカル
チャーがあって、そこの差別というものは厳然としてあ
る。SONYのような有名企業はそういうエロコンテン
ツは表に出さないですよね。だからやっぱりそこで一つ
の境界線を引いているわけだけども、現実にウェブ上で
は同人誌などを通じて、メジャー企業の端末とかを一切
経由せずにアンダーグラウンドでものすごい流通量を
誇っているわけですよ。
大中	 出版社で漫画をやっているところは、漫画でファイナン
スしていわゆるハイカルチャーのものを出すっていうモ
デルもあったと思うんですね。少なくとも出版社はそう
いうことをいうのが好きだと思うんです。そこの部分が
ある種の公共性を支えてきたみたいな、テレビ局と同じ
で、ある意味既得権益というかエスタブリッシュメント
らがそういうことをいってるわけで、そこがもし中抜け
で著者が印税率 9割みたいな世界になったときは、ある
意味防波堤がないわけですよね。かつて出版社がやって
きたことがなくなって、著者の取り分が上がる代わりに
直接リスクに晒されるっていう部分もあるのではないか
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と思うんですが。
島田	 村上龍の話に戻ると彼らは会社を立ち上げて利益配分も
著作家に有利なビジネスモデルを早い時期に提案したこ
とに対しては非常に大きな功績はあるものの、しかしそ
のパイオニアであることが吉と出るか凶と出るかはまだ
わからないんです。つまり出版社を跨いで、ダイレクト
にアプリを作って提供していく方法をとったとき、エー
ジェント的な機能を出版社が今後ちゃんと果たすように
なった場合、そこに入っていないとなると不利になるか
もしれない。
鈴木	 音楽の場合、そういう時代があった。メジャーから外れ
た独立レーベル系というのがいっぱい出てきた。そうい
う、自分たちで出すっていうのを１回経験してるわけで
す。出版の場合にはなかったですよね。大出版社か自費
出版か、それしか選択の余地がなかったわけです。今、
新しいあり方が出てきたわけだよね。問題は今の売れ
方って、売れるか売れないかどっちかじゃないですか。
売れるものだけ売れるっていうか、ベストセラーだけが
売れ続ける。それってどこに推進力があるのか。その役
目を出版社が果たしているとなると、個人レーベルはな
かなか厳しいよね。
重定	 ロングテイルっていう、商品の売れ行きのグラフを恐竜
に例えるという考え方があって、これまではその恐竜の
首のところに相当する売れ筋の商品だけを前面に押し出
すという考え方でやっていたのが、Amazon などで恐
竜の長いしっぽに相当するあまり売れない部分も掘り起
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｢ 電子書籍」 の未来
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こすために「この商品を買った人はこんな商品も買って
います」みたいなことをしているって話はありますが、
実際の影響力というのはどのくらいあるのでしょう？
大中	 そもそもロングテイルの期間を待てないといけないわけ
ですよね。Amazon の場合は規模が大きいので、そう
いうやり方ができる部分もあって、今までは出版社がリ
スクテイクするわけですよ。ある著者を発掘してきて、
その人の本を出すというのはリスクを取っているわけ
で、売れれば儲かるし、駄目なら駄目っていう。作家さ
ん自身がそれをやれる部分もあるわけですが、ある意味
プロテクションというものがなくなるのが一つと、じゃ
あAmazon みたいな大きいところではロングテイル話
が出てくるわけですけども、長い間決まったものが一定
数ずっと売れているのだってあるだろうと、それは資本
規模の問題があるし、ある程度時間の横軸が必要だと思
うので。ある意味、怒濤のようにある作品を一生懸命プ
ロモーションして売ろうとするのも、日本のメディア企
業があまり大きくないからというか。
重定	 Kindle などで電子書籍を立ち読みができるサービスが
あるみたいです。本屋だと今は売れない本は置かないっ
ていうのが基本ですよね。発売されたら１週間くらいは
置いて、売れなかったら２度と置かないっていう。でも
それが電子書籍だとなくなって全部見られるようになれ
ば、下の方も発掘できるようになる。
島田	 紙の本の場合は大量に刷らなきゃいけないし、ブツを生
産しなくちゃいけないっていう制約がありました。です
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からそこでちゃんと売れるものを生産することでリスク
マネージメントの部分が大きかったんだけれども、電子
書籍だと考えなくていいから純粋博打でいけますよね。
要するにどんなものだって事故で売れてしまう可能性は
あるので、それに賭けることができる。
鈴木	 本というのは一つのステータスだった。作家志望の人は
自分の作品が活字になる、つまり本を出すことが夢だっ
たわけね。電子書籍だと、誰でも出せる。となると今ま
でのステータスがなくなるので、選ぶ側も非常に難しく
なる。Apple の場合はスクリーニングをやっている。自
分のところでこれは売る、売らないっていうのをね。今
まで出版社がやってたことを今度は書店の方がやるって
いう可能性があると思うんだけどね。
島田	 紙の本屋でも本屋大賞みたいなものがあって、あれも基
本的には売れるものをより売るっていう戦略なんです。
ある程度スクリーニングに書店員が関与してきているの
はあるんだけれど。あとは単純に文字情報だけじゃな
くて付加価値でどれだけ客寄せできるのかということで
しょう。
大中	 それこそベンヤミンとか複製技術の話でどんどんアウラ
がなくなっていくと、テクノロジーもなくなってくるっ
ていう話なんですけど、今おっしゃった付加価値ってい
うのは差異をどうやって出していくかということだと思
うんです。
重定	 あと、デジタルデータの宿命ですけど、何らかのかたち
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で一生懸命プロテクトかけてますが、いったんコピーや
破られたらどうしようもないという問題があります。タ
イトルを１文字だけ変えて中身はほとんど同じとか、勝
手に字幕が付けられて売られちゃうとか、そういう話が
著作権の意識の薄い国では横行していると聞いています。
鈴木	 ものの概念が変わりますね。今の出版社では、在庫とい
うのは全部商品ですから財産と見なされ、税金がかかっ
ている。膨大な税金がかかるので出版社は長期間在庫を
抱えたくなくて、よく断裁しちゃう。それがなくなると
国の税収入もだいぶなくなるのかな。でも出版なんて小
規模ですからね。
大中	 そこに課税するんじゃないですか？
鈴木	 電子書籍の消費税みたいなものができて、１冊売れると、
１割ぐらい税金を取られるみたいな。
島田	 でも一律にするよりはベストセラーから取ればいいと思
うね（笑）
	 　印税だってそうなんですよ。最初の 5千部までは 6％
とかで、１万部超えてからは 8％とかそういうような累
進もあるんだから。売れたらそれはハッピーなことなん
だから税金払えっていう。
鈴木	 そのうち自費出版みたいな、自分で電子書籍を作って自
分で売る人が必ず出てくるんじゃないかな。
島田	 今、一番プリミティブなのは、まさにそのPDFで作っ
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たのを対面販売する。そういうのがもともと同人誌じゃ
ないですか。そのようなレベルの世界ではAmazon や
SONYなどを経由せずに、自分たちのホームページを
通じて世界配信したり……。
鈴木	 しかし微々たるものだよね？
島田	 漫画は馬鹿にならないものなんですよ。同人誌を通じて
流通するのはエロ系のコミックスですけども、100 万部
売れるものだってあるわけですから。
大中	 フランスだって出版社はガリマールとかみんな駄目です
けど、漫画系のところは業績が上がってて、それを考え
ると世界的に見込みがあるのではないかと思いますね。
島田	 だから小説家なんかの場合だったら、そのまま文字情報
だけを売ったって大して売れないと思っているわけです
よ。コミック化した方が売れるっていう。
重定	 日本でも『蟹工船』とかさっそく漫画になってましたよ
ね。いわゆる文豪という人たちの本が軒並み漫画になっ
ているような時代ですからね。
島田	 そういう二次使用に向けて開かれている部分っていうの
は確かにあると思うんですよ。これも広くはリッチコン
テンツ化という枠組みの議論になるんだけども、音声
データも画像データも比較的容易くアタッチできるわけ
ですから。
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鈴木	 純粋な言語芸術が複合芸術化する可能性はありますよ
ね、リッチコンテンツというかたちで。
島田	 その部分のニーズが増えれば、今までになかった商売に
なりますよね。自分たちで仕事を取ってきて、工房的に
展開していくということをすると、わりと表現系の仕事
の幅が広がる。産業転換まで大げさではないけれども、
一つの新しいマーケットが切り開かれていくときに、一
番最初に考えなければいけないのは新しい雇用の創出だ
と思うんです。既成の企業が既得権益をどう守るかとい
うことで、それに保護を与えるよりも、政府が取るべ
き措置はそこで生じた雇用というのがどんどん開いてい
くっていうことだと思うんですけどね。
	 　二次使用ということでいえば、映画化するとかドラマ
化するとかいったときにはそれまで角川書店や徳間書店
がやってきたようなメディアミックスというようなもの
があるけども、これにはものすごい莫大なコストがか
かっていたわけだ。ところがそれが安いコストでできる
ようになったわけで、こういう仕事はみんなに開かれて
ますよ。
大中	 しかしながら小説っていうジャンルの未来を考えると、
それはどうなるんですかね。プロパーの意味での小説、
メディアミックスやリッチコンテンツではなくて古典的
な近代小説みたいなものは既にないって話ならば……。
島田	 無いともいえるし、逆にライトノベルが猖
しょう
獗
けつ
を極めると
いう現象は起きているわけで、そこで文学の役割という
ものは細々とやせ細ってきたけども、これも文化多様性
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の一環で保護されるかどうかはわからないですが、一定
数は残るんです。
鈴木	 　私が覚えてるのは、昔コピーっていうのは非常に高く
て、1枚 50 円とか 100 円した。だから大量コピーがで
きなかった。これがどんどん安くなってコピーが普及し
たわけですよね。デジタル化のいいところは、自分で作
品を発表したければ、自分のホームページを作って書き
たいことが勝手に書ける。しかもほとんど金がかからず
にできる。一種の民主化です。もちろんそれには裏があ
る。みんながそうなったときにどうなるか。
大中	 　ネットもそうですけども、非常に大きなインフラが
あって、どんどん情報発信するコストは下がるんですけ
ど、先ほどの話のようにみんな紐付きになっていて、文
字通り『1984』の世界になって表現の自由を奪われる
こともあるわけですよね。いわゆる少数の表現とかなく
なっていく可能性はあるし、金銭的な裏付けっていうの
も怪しい部分はあるわけで、どっちもどっちだと思いま
す。民主化といった場合に微妙だと思うんですよ。発信
については民主化であるかもしれないけど、表現者って
いうのが少数だということを考えたときには非常に危う
い部分があると思うんです。
鈴木	 　iPad が発売されたときの大騒ぎって、私はよく理解で
きなかった。電子書籍はまともなのがほとんど出てない
のに、そのリーダーだけ売れるっておかしいでしょ。ア
メリカでKindle が売れたのはわかるんだけども。実際
はゲーム機として売れていたんですよね。電子書籍の問
本誌2011_0303m.indd   30 11/03/10   1:55
Hosei University Repository
31
｢ 電子書籍」 の未来
── 「国際文化情報学」 の見地から
題についてはまだこれからだという気はしますね。
大中	 　レーザーディスクがすぐになくなったのも生産側の理
屈ですよね。どんどんそうやって変えていくことで利益
を生むっていう。
鈴木	 　雑誌編集者に聞いたら、写真家からもらった CD-
ROMが 1年後に開けないことがあるそうです。一般の
DVDでも寿命はせいぜい 30 年じゃないかといわれて
いるね。
島田	 　その点フィルムは長い（笑）。
重定	 　DVDとかはダビングのプロテクトがかかってますけ
ども、10年後 20年後に見られなくなったときに消費者
が一斉に文句をいうっていうことは想像されますよね。
鈴木	 　オリジナルが一つじゃ不安な時代になってきたんじゃ
ないかな。こないだYouTubeで尖閣諸島のが出たとき、
最初の画像はすぐに削除されたけど、その後みんな沢山
コピーして。
島田	 　あれも強迫的に増殖していったよね。しかし最後の最
後に戻ってくるのは人間の記憶かもしれなくて、要する
にテクノロジーの進歩に伴ってわれわれの記憶力は衰退
していってるので、どこかにリハビリを入れておかない
と。
大中	 　本すらなかった時代はみんな覚えてたわけですからね。
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鈴木	 　原始的なものが一番後まで残る、ということはありう
る。本だと火事になったら燃えるけど、火事なんてめっ
たにないし。でもUSBメモリーはよくなくすんだよ（笑）。
	 　でもなんといっても、すべてが電子書籍になれば、書
斎を抱えて世界のどこにでも行ける。私にはそれがとて
もうれしいんだが、楽観的すぎるかしら。
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